
2016 年 5 月日本建築学会東北支部役員会議事録（案） 
 
日 時：平成 28 年 5 月 21 日（土）10：35～12：05 
会 場：メディアテーク 7 階会議室 ab 
出席者：源栄・有川・パリーク・永井・高橋・小林(光)・手島・川村・福屋・藤田・志賀・濱口・齊藤・

宮越・伊藤/瀧（事務局） 
   【新役員】小林(淳)・不破・野内・山口・安田・野村・一條・小藤 
欠 席：苅谷 
 
1．新旧役員の紹介並びに役割分担について 

・新旧役員による自己紹介を行った。 
・源栄支部長が【資料 1】に基づき役割分担の説明を行った。連絡先に誤りがないか確認するよう指示が

あった。 
 

2．年間行事予定と会議形式について 

・事務局が【資料 2】に基づいて年間行事予定と会議形式（Skype 利用のケース）について説明を行った。 
 

3．前回議事録の確認 

・高橋常議員が 4 月総務会議事録案【資料 3】を読み上げ，内容の確認を行い，議事録として承認された。 
 
4．報告事項 

1) 5 月理事会報告 
・源栄支部長が上記の内容について報告を行った。 
・規準仕様書のあり方検討タスクフォース報告書の周知，熊本地震に関連して九州支部災害調査委員会

を中心に 5/14 に速報会が開催された件，熊本地震に関連して文化財保存の要望書が提出された件，小

林（淳）支部長を含め新支部長の報告等があった。 
2) 総会進行の確認 
・事務局が【資料 5】に基づいて報告を行った。 
・総会成立要件の会員数は，3 月理事会報告人数の 1/30 で良い旨を再確認した。 
3) みちのくの風 2016 宮城について（業務確認） 
・有川常議員が【資料 6】に基づいて報告を行った。 
・役割分担表をご確認いただくよう依頼された。 
・デザイン発表会関係の準備（トンチクギャラリー）は時間がかかることが予想されるので，16 時から

開始に変更した。 
・支部連絡用携帯電話番号，建築作品賞のスピーチは 6 月になってから決まる旨の説明があった。 
4) 4 月会計報告について 
・志賀常議員が【資料 7】に基づいて報告を行った。 
5) 災害委員会支部市民企画提出報告 
・事務局が【資料 8】に基づいて報告を行った。 
・交付申請額が 20 万円であることを再確認した。 
6) JIA 東北支部からのシンポジウム共催の承諾報告 
・事務局が【資料 9】に基づいて報告を行った。 
・保存要望書をどこ（学会，建築士会，建築家協会など）から出しているのか確認しておくと良い。 
7) その他 
・特になし 
 
5．審議事項 

1) 2016 年度支部長代行者について 
・源栄支部長から上記の内容について説明があった。 
・特に指名がない場合は例年 2 年目の常議員（総務担当）にお願いしている。 
 →永井常議員を代行者として登録することになった。 



2) 学術推進委員会への支部代表委員選出について 
・事務局から【資料 10】に基づいて説明があった。 
→内規に従い，山口常議員に就任いただくことになった。 

3) 建築文化週間事業（10 月開催）の企画について 
・高橋常議員から【資料 11】に基づいて説明があった。 
・5 月 26 日企画書提出締め切りとなっている。 

→日にちと場所だけ決めておいて講演者は調整中として提出することも可能。 
→10 月下旬で日程・会場を調整する。 
→野村常議員にもご協力いただくことになった。 

・企画書提出締め切りに間に合わなくても，ポスター作成の関係で 6 月中には講演者を確定したい。 
→講師は支部外の方でも良い。会場費込で予算 10 万円におさまるようにできれば。 

4) 支部における「建築学会女性会員の会」発足・開催のお願い 
・源栄支部長から【資料 12】に基づいて説明があった。 
・福屋常議員に支部の当該担当になっていただくことになった。 
5) 東北建築作品賞・研究奨励賞の内規と募集要項改正について 
・小林常議員から【資料 13】に基づいて説明があった。 
・「その他部門」の新設の背景には，延べ床面積で規定された 1 棟の建築が対象となっていたが，復興プ

ロジェクトなども考慮して建築群やプロジェクトを対象とできるように内規の変更案を提示した。 
→応募する側が混乱しないような説明追記が必要かもしれない。例えば「椅子」を作品として出すよ

うなことが無いようにすることが必要かもしれない。 
→「その他の建築物部門」とすると間違いがなさそうである。 
→６．応募手続きの（５）に応募費用を記載する必要がある。面的拡がり・規模のあるものが応募さ

れることが想定されるので「6 万円」とする。 
→５．表彰の（２）について，「小規模建築物部門，一般建築物部門，その他の建築物部門からまとめ

て 8 点以内」とする。 
6) 支部の HP について 
・藤田常議員から【資料 14】に基づいて説明があった。 
・ホームページ更新費用を 40 万円とした場合の作業内容見積りを 2 社（SILPHEED，カガワ印刷）から

頂いた。 
 →年間保守費用もかかることに注意が必要（SILPHEED：1 万円／月程度，カガワ印刷：40 万円／年程

度）。CMS 化における費用に差がある（SILPHEED：12 万円，カガワ印刷：40 万円）。 
 →バナー登録については支部が予算獲得するための方策の一つ。本部としてはホームページに広告を

掲載することは推奨していない。 
 →役員からの意見を踏まえて業者を選定したい。 
7) その他 
・サイエンス・デイについて社会文化担当の常議員と検討を進めることにした。 
 
今後の予定 

・みちのくの風 2016 宮城 6 月 18 日（土）・6 月 19 日（日）＠東北大学・青葉山キャンパス 
・7 月支部役員会  7 月   日（  ）   ：  ～  ：   ＠支部会議室＋Skype 


